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【足立区地域包括ケアシステム推進会議】会議概要 

会議名 令和元年度 第１回 足立区地域包括ケアシステム推進会議 

事 務 局 福祉部地域包括ケア推進課 

開催年月日 令和元年 ７月３日（水） 

開 催 時 間 午前 １０時３０分 ～ 午前 １１時４０分 

開 催 場 所 足立区役所 １３階Ａ 大会議室 

出 席 者 

諏訪 徹 委員 酒井 雅男 委員 山中 崇 委員 

久松 正美 委員 花田 豊實 委員 鈴木 康大 委員 

小川 勉 委員 鵜沢 隆 委員 倉澤 知子 委員 

伊藤 俊浩 委員 尾上 太 委員 茂木 繁 委員 

大竹 吉男 委員 中島 毅 委員 中村 輝夫 委員 

茂出木 直美 委員 足立 義夫 委員 大髙 秀明 委員 

結城 宣博 委員 秋生 修一郎 委員 中村 明慶 委員 

今井 伸幸 委員 成井 二三男 委員 神山 和洋 委員 

欠 席 者 

太田 貞司 委員 永田 久美子 委員 栗田 主一 委員 

髙田 潤 委員 太田 重久 委員 浅野 麻由美 委員 

風祭 富夫 委員 松井 敏史 委員  

会 議 次 第 別紙のとおり 

資 料 

・次第 

・地域包括ケアシステム推進会議報告資料 

・足立区地域包括ケアシステム体系図 

・令和元年度地域包括ケアシステム推進会議部会について 

・委員名簿 

そ の 他 
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○庄司地域包括ケア推進課事業調整係長 

皆様、おはようございます。定刻でござい

ますので、ただいまから令和元年度第１回

足立区地域包括ケアシステム推進会議を開

催させていただきます。 

 本日はお忙しい中、ご出席いただきまし

て、まことにありがとうございます。 

 本日の司会は地域包括ケア推進課の庄司

が担当させていただきます。よろしくお願

いいたします。 

 初めに、傍聴者の皆様にお願いがござい

ます。会場内でのビデオカメラ、カメラ、

携帯電話等のご使用はお控えください。ま

た会議終了後は、名札を事務局にご返却い

ただいてからお帰りください。ご理解とご

協力をお願いいたします。 

 議事に入ります前に、新たに就任となる

委員の方へ委嘱状を交付いたします。本来

であれば、区長から交付するところであり

ますが、他の公務の関係で福祉部長が代理

いたします。 

 それでは、新たにご就任いただいた委員

をご紹介いたします。本日、ご都合により

欠席ではございますが、お名前をご紹介さ

せていただきます。東京都健康長寿医療セ

ンター研究所研究部長粟田主一様です。 

 次にお名前を読み上げますので、その場

でご起立いただき、区長代理中村福祉部長

から、委嘱状の交付をお願いいたします。 

 所属とお名前を読み上げます。介護老人

保健施設千寿の郷、尾上太様。 

○中村部長 委嘱状、尾上太様。足立区地

域包括ケアシステム推進会議委員を委嘱い

たします。任期、令和元年７月３日から令

和３年９月２９日まで。令和元年７月３

日、足立区長近藤やよい。 

 どうぞよろしくお願いします。 

○庄司地域包括ケア推進課事業調整係長 

それでは尾上委員より自己紹介をお願いい

たします。 

○尾上委員 おはようございます。私は足

立区に１４施設ある老健、足立区老健事務

長会を代表いたしまして、今日からこちら

のメンバーに加わらせていただきます。何

分このような場所に来るのは不慣れなもの

で、皆様に大変ご迷惑をおかけするかもし

れないのですが、できる限り頑張りたいと

思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○庄司地域包括ケア推進課事業調整係長 

ありがとうございました。本日からどうぞ

よろしくお願いいたします 

 続きまして、区職員の新たな委員をご紹

介させていただきます。前建築室長服部仁

委員に代わり、成井二三男委員に、前任の

任期を引継ぎ、就任いただきます。 

 同じく、都市建設部交通対策課長須藤純

二委員に代わり、都市建設部住宅課長神山

和洋委員に就任いただきます。なお、両委

員の任命書の交付は机上配布に代えさせて

いただきます。よろしくお願いいたしま

す。 

 次に、本日の資料の確認をさせていただ

きます。 

 まず、次第。そして資料１、地域包括ケ

アシステム取組状況について。資料２－

１、２－２、２－３、令和元年度地域包括

ケアシステム推進会議部会についての案で

ございます。そして足立区地域包括ケアシ

ステムのビジョン、冊子、そして同じく地

域包括ケアシステムビジョンの概要版でご

ざいます。 

 以上でございますが、不足などがござい

ましたら、事務局にお声がけください。よ

ろしいでしょうか。 

 この会議は、足立区地域包括ケアシステ
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ム推進会議条例第７条により、委員の過半

数の出席により成立いたします。現在、過

半数に達しており、この会議が成立いたし

ますことを報告いたします。 

 皆さんからの活発なご意見、ご質問をい

ただくため、迅速な会議進行にご協力いた

だきますようよろしくお願いいたします。 

 なお、この会議の会議録は公開すること

となっております。記録の関係上、ご発言

の前にはお名前をお願いいたします。 

 それでは、諏訪会長、開会のご挨拶をお

願いします。 

○諏訪会長 皆様、おはようございます。

新しく令和になって初めての推進会議とい

うことです。よろしくお願いいたします。 

 思い起こすと、この立派な冊子ができま

して、それは２０１７年の８月にキックオ

フの検討を始めたということです。もう２

年近くの年がたっておりまして、その間も

地域の状況とか着々と変わってきていると

いうことですので、腰を据えて、実際にこ

こに描いたことを一歩一歩進めていくこと

をどうすればいいのかということが、この

推進会議の新しい課題かなということでご

ざいますので、ぜひ皆様方のご協力とか積

極的なご参画をいただいて、着実な地域づ

くりを進めていきたいと思います。よろし

くお願いいたします。 

○庄司地域包括ケア推進課事業調整係長 

諏訪会長、ありがとうございました。本来

であれば、各副会長からもご挨拶をいただ

きたいところでございますが、限られた時

間ですので、審議に入らせていただきたい

と思います。 

 では、議事進行を諏訪会長にお願いいた

します。 

○諏訪会長 それでは、早速議事に入りた

いと思います。 

 まず審議事項１の専門部会の役割を審議

していただくのが本来なのですけれども、

その前に、地域包括ケアシステムの取り組

みについて、状況の報告を受けてから審議

に入りたいと思いますので、先に報告事項

１、足立区の地域包括ケアシステムの取組

状況について、事務局から説明をお願いし

ます。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 改めまし

て皆様、おはようございます。私は地域包

括ケア推進課長千ヶ崎でございます。どう

ぞよろしくお願いいたします。本日はお忙

しいところ、お集まりいただきありがとう

ございます。皆さんからの活発なご意見を

頂戴したいと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 私からは資料１に基づきまして、足立区

の地域包括ケアシステムの取組状況につい

て、ご説明させていただきたいと思いま

す。ご用意いただきますのは、資料１をご

用意いただければと思います。 

 それでは、私からは、今日は大きく分け

て、４点についてご説明させていただきま

す。 

 まず１つ目は、この推進会議の中で、昨

年度まで検討を進めていただき、ご諮問い

ただきました足立区の地域包括ケアシステ

ムビジョン、こちらの、印刷ができまし

て、概要版とそれから本編ですね。きょう

机上に事前にお配りさせていただきました

が、このような形でできましたことを、皆

様方にご協力をいただきまして、本当に厚

く御礼を申し上げます。 

 これから、この考え方、ここに書かれて

いる皆様から頂戴した考え方に基づいて、

区民の皆様、事業者の皆様、行政、あらゆ

る機関が同じ方向を向いて、この地域包括

ケアシステムの構築に向けて、力を合わせ
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て進めてまいりたいと考えています。 

 内容につきましては、これまで皆様から

ご意見をいただいたものを反映させていた

だいておりますので、きょうはこの説明は

割愛させていただきますが、ぜひとも、こ

ういったものができたということを、皆

様、関係各団体の方々にもご周知いただ

き、この考え方に沿って、皆様で一緒に進

んでいくということをお示ししていただけ

ればと思います。どうぞよろしくお願いい

たします。これが、４つのうちの１つ目で

ございます。 

 そして、２つ目は、このビジョンができ

ましたことを受けまして、ではこのビジョ

ンがどの程度達成できているのかというこ

とを、指標をもって、これからは計ってい

く必要があるかと思います。 

 この指標について、ビジョンの中身に触

れさせていただきますが、こちらの冊子を

開いていただいて、ページを振ってないの

ですが、３枚、開いたところに足立区地域

包括ケアシステム体系図というカラーの表

がございます。こちらに基づいて、簡単に

説明、触れさせていただきたいと思いま

す。 

 これまで、ご議論をいただきました内容

に基づきまして、今回のビジョンの大きな

テーマ、「つながりで 育む安心 笑顔の

将来（みらい）」ということで、こちらを

テーマとして掲げさせていただきました。

一番左側でございます。 

 このテーマのもとに心身の状態、高齢

者、区民の皆様の心身の状態をＡ自立期、

Ｂ要支援・軽度期、Ｃ中重度・終末期と、

その心身の状態によって、時期を分けさせ

ていただきました。 

 その下に構成要素といたしまして、Ａ－

１予防・生活支援、Ａ－２医療・介護、Ａ

－３住まい。こちらの３点の構成要素をそ

れぞれの自立期、要支援・軽度期、中重

度・終末期にぶら下げました。 

 そして、その下に具体的な取り組みの柱

を１８本、これを掲げさせていただいてお

ります。 

 この主な取り組みというのは、右側のペ

ージになるわけでございますが、この具体

的な取り組みがどの程度、この１８の取り

組みの柱に基づいて進んでいるのかという

のを、やはり指標をもって進捗管理をして

いく必要があるので、この指標について

は、また後ほど、これをお諮りさせていた

だくことにはなると思いますが、今年度中

にこの指標をまとめていきたいと考えてお

ります。 

 中身ですが、今回、初めて目にされる方

もいらっしゃると思いますので、簡単に触

れますと。今、言ったように、１９ページ

からごらんになっていただきたいのです

が、この具体的な取り組みについて、それ

ぞれ、心身の状態の時期、それからそれぞ

れの構成要素に応じてページを使って、そ

れぞれが区民、地域、専門機関、区がどう

いったことをやるのか、どういった方向に

向かって進んでいくのかということを具体

的に書かせていただいております。この主

な取り組みのもと、各事業者様、区民の皆

様と同じように進んでいくという。こうい

ったつくりになっております。 

 こちらのほう、この後、指標をつくって

この進捗をはかっていきますというのが、

２つ目の話でございます。 

 それから３つ目の話です。足立区の現在

の取組状況はどういう状況になっているの

かという話でございます。このビジョンが

できたからといって、ここからスタートと

いうことではなく、これまでも区民の皆
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様、地域の皆様、事業者の皆様のご尽力

で、地域包括ケア、さまざまな形で構築に

向けて進んでまいりました。その取り組み

がどういう形になっているのかということ

を、今回ちょっとご報告させていただくの

は、あくまでも行政の視点ということには

なってしまうのですが、こういったもの

が、今、行われていますということの報告

が、きょうの３つ目でございます。 

 １枚めくって、資料１の別添２という資

料をごらんいただけますでしょうか。Ａ３

見開きの資料でございます。別添２という

資料でございます。 

 この別添２は①、②と２ページになって

おりまして、それぞれ大きなくくりで事業

を記載しております。このＡ３のページの

左側が平成３０年度に行ったこと、実績も

含めて、数値的なものを含めて書かせてい

ただいております。 

 それから右側が令和元年度、今年度、ど

ういった取り組みを行うのか。そして、今

後の方向性としてはどういったことが考え

られるのかということをまとめさせていた

だいております。 

 まずは１ページ目の介護予防・日常生活

支援総合事業に関してです。これについて

は、区民の皆様、介護が必要な状態になる

までの間、どのような形で区の方々、皆様

に参画いただいて、そしてこれからは高齢

者を支える側に回っていただく、こういっ

た方たちも発掘し、やっていただければな

らないということになっております。そう

いった考えに基づきまして、今、進めてい

る事業を大きく分けて、介護予防事業、そ

れから、生活支援サポーター、この「新

規」と書いておりますが、生活支援サポー

ター養成講座の支援というところで書かせ

ていただいています。 

 この新規のことについてなのですけれど

も、今、介護事業者の中で、ヘルパーの

方、訪問型ヘルパーの方の高齢化だとか人

手不足というのが課題になっております。

ここを補完するいろいろな策の１つとし

て、今回、これを取り入れさせていただい

たのが、この生活支援サポーターというも

のでございます。これは、これまでヘルパ

ーの方が、介護の必要な方のご自宅に行っ

てやっていただくことのうち、身体介護と

か、専門性の高いものではなく、例えばゴ

ミ捨てだとか買物だとか、そういった家事

中心のものについて、できる職種を区で募

集・養成して、そして介護事業者とむすび

つけて、介護事業者から派遣をしていただ

いて、そのサービスを補っていただくとい

うものでございます。 

 そうすることによって、ヘルパーさんが

より専門性の高いところで力を発揮して、

もっと重度の方たちのケアに回ることがで

きるだろう。また、ここからさらにヘルパ

ーに進みたいという方がいれば、進んでい

ただくということで、新しい介護の人材を

発掘できる。そういった意味もあって、今

年度始めさせていただいた事業でございま

す。 

 この講座の開催を今年度も予定している

ということでございます。 

 続きまして、医療・介護の連携というと

ころでございます。昨年度、新たに医療連

携の在宅療養を円滑に進めるための支援窓

口を７月に開設いたしました。これは区内

の方といっても区民直接ではなく、例えば

医療機関、例えば地域包括支援センター、

介護事業者の方から、医療と介護の連携の

ための情報を求められた際に対応する窓口

として、開設したものでございます。 

 具体的には、例えば都内の病院、都心の
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病院から地域に帰ってくるのだけれども、

こういうサービスが提供できる事業者を紹

介してほしいとか、そういった治療が可能

な病院を紹介してほしいとか、そういった

事業に応えるような窓口でございます。 

 それから、下の新規のところで研修のと

ころがございます。医療・介護スキルアッ

プ研修の実施ということでございます。医

療と介護の研修というのは、これまで、多

職種の連携研修ということで、さまざまな

職種が集まって、顔の見える関係を構築す

るための研修というのを行ってまいりまし

た。そして、平成３０年度、昨年度は、そ

れに加えまして、新たに現場の医療的な知

識、介護の知識、お互いの専門性をより高

める必要があるということで、こういった

研修を新たに設けさせていただきました。

今年度も３回実施する予定でございます。 

 続きまして、介護人材の育成・確保とい

う視点でございます。この中では、新規と

いうことで、介護職員の宿舎の借り上げ支

援ということで、これが１０月から支援が

始まりますということです。そういったも

のが始まっておりますということでご報告

させていただきます。 

 ２ページ目になります。２ページになり

まして、今度は認知症の施策についてでご

ざいます。昨年の９月に「あだち脳活フェ

スタ」ということで、上から２つ目のとこ

ろで「新規」と書いてありますが、アリオ

西新井のイベント広場で、認知症予防のイ

ベントを開催させていただきました。これ

は初めて開催させていただきました。 

 これは、認知症に対しての取り組みを皆

さんに知っていただくのとともに、やはり

認知症というものは早期に発見して対応す

れば、日常の生活をより長く続けることが

可能だというところを区民の皆様に知って

いただきたいということで、やらせていた

だいたものでございます。 

 当初、区役所の庁舎ホールでやろうと思

っていたのですけれども、やはり会場を区

役所にすると、そのために来る人はいるか

もしれないのですけれども、我々がターゲ

ットとしている区民の方、広く一般に知ら

せるためには、こういった商業施設みたい

なところでやるのがいいのではないかとい

うことで、こちらでやらせていただきまし

た。今年度も９月１日に第２回目というこ

とで予定しておりますので、ぜひお越しい

ただければと思います。 

 また下のほうの新規というところでは、

認知症のケアパス。認知症というものはこ

ういうものだというものをもっと知らしめ

る、周知する必要があるということで、ケ

アパスをつくったということです。 

 それから、認知症カフェというもの。地

域包括支援センターで取り組んでいる認知

症カフェ、こういったものの取り組みをも

っと知ってもらうということが必要だろう

ということで、こういったものを開催させ

ていただきました。 

 認知症の事業については、先日、国が大

綱を発表したところでございます。その発

表の中で、ちょっとしたごたごたがござい

ました。というのも、最初は認知症の方の

患者数、そういったものを減らすという目

標を出したのですが、その関係者という

か、いろいろなところから「それはちょっ

と」ということで話があって、その次に出

てきたのは「共生と予防」、共生のほうが

前に出てきたのです。「予防と共生」と最

初に出したのですけれども、共生と予防と

いうことで、「共生」のほうが前に出てき

ました。つまり、認知症は、これからはも

う本当にどんどんふえていって当たり前、
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認知症の方がふえてくる世の中が当たり

前、誰でもなる認知症。これをやはり社会

の中でどうやって受けとめていくのか。ど

うやって暮らしていけるのかというところ

に重きをおく必要があるという、これは国

のメッセージだと受けとめております。 

 そういった考えに基づいて、ここに、例

えば小学生のうちから、子どものうちから

認知症のことを知ってもらうだとか、帝京

科学大学とコラボで、大学生に認知症の方

がまちにいたら、どういうふうに対応した

らいいのかとか、そういったことを若いう

ちから啓発していく。そして、区民の方に

広く知ってもらって、皆さん認知症になっ

ても、安心して暮らせますよという社会づ

くりを、漠然としていますけどね、言葉に

すると。漠然としていますけれども、それ

を進めていきたいと考えております。 

 それから、一番下でございます。モデル

事業でございます。これは、きょうの４つ

目の話の最後の１つでございます。モデル

事業については、さらに次のページです。

別添３というところで、まとめさせていた

だいております。 

 このモデル事業につきましては、昨年度

も報告はさせていただいておるところです

が、具体的に何をするというのは、今回が

初めて皆さんにご報告するところでござい

ます。 

 昨年度、９月以降、関係者の方に、地域

の中でご活躍する医療機関、それから介護

事業者の方、地域の皆様、それから行政も

含めて、梅田地区を、地域包括支援センタ

ー関原の圏域である梅田二丁目から八丁目

をモデル地区と定めて、そのモデル地区の

中で、今、足りないものは何か、これから

必要なものは何かという視点で、いろいろ

と議論させていただきました。 

 その議論に基づいて、現在、この１から

７の具体的な企画を挙げさせていただいて

おります。そこからいただいた、皆様から

本当に貴重なご意見をたくさんいただいた

のですが、それを全て形にするというのは

なかなか難しいので、エッセンスを生かし

ながら、現実的な形で落とし込んでありま

す。 

 それからこの後、また少しずついろいろ

と形を変えて、いろいろな事業展開ができ

るかと考えております。 

 既に５月から企画１の居場所の開設とい

うことで、つながりどころ梅田ということ

で、地域包括支援センター関原の中に、週

２回、この居場所を開設したところでござ

います。この居場所は、本当に気軽に来て

くださいと、さまざまな企画を毎回毎回、

設けているわけでございます。例えば、先

日は足立区役所の住宅課の職員に出向いて

いただいて、住宅の相談をやらせていただ

いたところでございます。 

 はっきり言って初めてのことなので、ま

ずはどういったことを区民の方が求めてい

るのだろうというところから出発しており

ますので、来られた方は３名、４名くらい

だったですか、そこを糸口に住宅のことに

ついて、少し手を入れていかなければなら

ないと考えております。 

 そういったことで、居場所を開設して、

区民の方々を、地域の方々を運営側にも巻

き込みながら、こういったものをつくって

いきたい。そういったことで、地域包括支

援センター関原で、鋭意動いているところ

でございます。 

 この後の取り組みについても、ごらんの

とおりのスケジュールで進めてまいります

が、この実績についても、またこの場をか

りて、後ほどご報告させていただきたいと
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考えております。これが本日の４つ目のご

報告でございました。 

 いろいろとお話をさせていただきました

が、なかなか「地域包括ケアシステム」と

いう言葉が、まず区民の方になかなか理解

されないというところがあります。まずそ

の言葉を落とし込んでいくためには、さま

ざまな角度からアプローチする。 

 例えば、切り口が認知症だったり、それ

が高齢者の栄養だったり、さまざまな切り

口からアプローチして、そして、これが地

域で高齢者をこれから支えていくのだとつ

ながっていくような見せ方ができたらいい

なと考えております。 

 きょうはこの後、部会の議案が出されて

いるわけですが、４つの部会を設置いたし

ます予定でございますので、その部会の中

で、また皆様からも今後、ご意見を頂戴し

て、この施策に反映してまいりたいと考え

ておりますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

 私からは以上です。 

○諏訪会長 説明をありがとうございまし

た。今の説明についてご質問等ある方、い

らっしゃいますでしょうか。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 せっかく

でございますので、ざっくばらんなご意見

をいただきたいと思います。せっかくの機

会でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○諏訪会長 いかがでしょうか。 

 ……ではよろしいですか。モデル事業だ

け教えていただいていいですか。このモデ

ル事業は何か財源的な措置がされているの

でしたっけ。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 ありがと

うございます。実は、今回、このモデル事

業に当たりましては、東京都の補助金の事

業を一部入れさせていただいております。

これは、１０分の１０で、主には認知症の

方への対応の補助金でございます。なの

で、モデル事業直接ということではないの

ですが、補助金対象としては認知症の事

業。ここに人件費の分と、それから事業費

として約１，０００万ほど提供させていた

だいております。ただ実際、これを全部、

どこで、どういうふうに使われるのかとい

うのは、今のところまだ、詳細にはまだこ

れからというところでございます。 

○諏訪会長 梅田が１，０００万円ない

と、できないというわけではないのですよ

ね。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 梅田が

１，０００万円ないとできないということ

ではなくて、やはりこの後、全ての地域に

広げていくという意味では、そこのところ

をどういうふうに進めていくのかというの

は、これからその議論を会議の中で、議論

を進めていかなければならないなと考えて

おります。 

○諏訪会長 ありがとうございます。何か

ございますか。 

○鵜沢委員 居宅介護支援部会の鵜沢でご

ざいます。資料１にありますビジョンの進

捗管理のための成果指標の作成について、

聞き逃していたらごめんなさい。この９月

を目処に作成するということですが、成果

指標をつくるプロセスというか、メンバー

を含めて、どのような感じになっているか

教えてもらってもよろしいでしょうか。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 プロセス

については、今回、この後部会のほうでお

話をさせていただくのですが、４つの部会

を今回設けました。先ほど説明したとお

り、医療介護、総合事業それから住まい、

この３つの視点が入っているということ
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で、ここの部会の中で、少しご意見を頂戴

したいなと考えております。 

 最終的には、申しわけございませんが、

区役所のほうで、そこの指標については、

提示させていただければと思っておりま

す。 

○鵜沢委員 ありがとうございます。 

○諏訪会長 よろしいですか。そのほかい

かがでしょうか。 

 では、また戻っていただいても結構です

ので、次の審議事項です。部会の役割とい

うことについて、議論を進めていきたいと

思います。 

 それでは、事務局から説明をお願いしま

す。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 それで

は、引き続きまして、私から説明をさせて

いただきます。 

 お手元の資料は、資料２－１というもの

をお手元にご用意いただけますでしょう

か。「地域包括ケアシステム推進会議部会

について（案）」ということで、何点かま

とめさせていただいております。 

 昨年度は、完成しましたビジョンを検討

するに当たっては、そちらの検討に集中す

るということで、部会を休止とさせていた

だいておりました。このビジョンができた

ということもありまして、それから先ほど

言った進捗管理の指標をつくらなければな

らない。それから、さまざまな事業にわた

ってのご意見を頂戴しながら、よりよい方

向に進まなければならないということで、

今年度は部会を改めて設置させていただい

て、この中で具体的な議論を進めさせてい

ただければと考えております。 

 こちらにこれまでの流れとか、考え方を

書かせていただきましたが、ざっくりと説

明しますと、休止していた部会、これを今

回、４部会にしたいということです。先ほ

ど言ったとおり、住まいの支援というのが

新たにビジョンに加わったので、住まいの

部会を新たに加えさせていただき、４つの

部会となります。 

 この４つの部会なのですが、昨年度、諏

訪会長からもやはり実質的な議論ができる

場にすべきだろうというご意見を頂戴して

おります。私も本当にそのとおりと思って

おりまして、これだけ各界で活躍されてい

る皆様が集まっていただくのに、ご意見を

いただかないのは本当にもったいないこと

でありまして、そういった議論がきちっと

できるような体制にしたいと考えていま

す。 

 ついては、限られた回数でございますの

で、議論の内容をかなり絞って集中的に議

論する、そういった形をとりたいと思いま

す。 

 部会のメンバーについてなのですが、資

料２－３という本日の名簿、こちらをごら

んいただければと思っております。従前の

部会は、皆様のご意向をお聞きした上で部

会を振り分けさせていただいておったと思

うのですが、今回は、申しわけございませ

んが、皆様の選出の母体の位置づけだと

か、知見をどこでいただくべきなのかとい

うことを判断して、このような形で案とし

て振り分けさせていただきました。 

 皆様、これまでは２つの部会に入ってい

らっしゃる方もおったのですが、基本的に

は一人１つの部会に属していただいて、集

中的に検討していただきたいと考えており

ます。 

 議論の内容につきましては、資料２－２

というＡ４横の資料をごらんいただければ

と思います。資料２－２でございます。こ

ちらには４つの部会の名前が上に書いてあ
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ります。そして、この中に現状、ここも全

て書き切れているわけではないのですが、

主な現状というか、課題というものは書い

ております。 

 この下に、課題と検討事項ということで

書かせていただいております。まずは医

療・介護連携推進部会、こちらでは在宅で

す。やはり在宅の方にどのような支援が必

要なのか。これは医療機関の皆様への支

援、それから介護事業者の皆様への支援、

それから地域包括支援センターの支援、そ

れぞれの支援に基づいて支援というところ

を議論していただきたいなと思います。つ

まり行政ができることは何なのかというと

ころです。 

 現状にも書かせていただいたとおり、こ

の後、令和４年度に仮称ではございます

が、医療と介護の連携センターというもの

の建設を予定しております。ここでは大き

く分けて２つの機能、医療と介護の連携を

中心的な役割を果たす窓口、それからもう

１つは医療と介護の従事者の方々、それか

ら新たなそういった方々を育成するための

研修機能、この大きな２つの機能をここに

は盛り込みたいと考えております。 

 場所は、今、江北地区に女子医大が令和

３年度ぐらいに荒川区から参ります。それ

に伴いまして、江北エリアデザインとい

う、江北の地域と健康をテーマにしたまち

づくりで再編し直すという考えのもとに、

この新たな医療と介護の連携センターとい

う施設をつくる予定でございます。その他

には、今の江北保健センター、江北保健

所、こちらも入る予定です。 

 こういった機能を持たせた施設をつくる

中で、医療と介護の連携のための役割を持

たす、機能を果たす組織をつくる予定でご

ざいます。 

 ですので、そこに対しての具体的なこれ

からの道筋として議論をいただければと考

えております。 

 それから左から２つ目、介護予防・日常

生活支援総合事業推進部会。こちらの現状

といたしまして、専門的な話になるのです

けれども、１層生活支援コーディネータ

ー、専門的ですみませんが、区で行ってい

る介護予防事業というのがございます。そ

れから各地域包括支援センターでやってい

たりだとか、それから通所の介護サービス

などもございます。そういった中で、元気

な方をこれから、さらに元気な期間を延ば

すために、どういった取り組みが必要なの

かというところを考えていきたいと考えて

おります。 

 そのためには、区民の皆様が自分でやっ

ていただく。地域で自発的に自主的にやっ

ていただく取り組みというものを少しずつ

ふやしていかなければならないと我々は認

識しております。これから全て行政で、場

を設定した上でそこでやってくださいとい

うことでなく、自主的にやっていただく。

そういった活動をふやしていかなければな

らないと考えております。 

 そのために、課題と検討事項といたしま

して、そういった場所をふやすためには、

どういった取り組みが必要なのか、それか

ら自主グループやサロン、どういう関わり

を求めていって、どういうところをサポー

トしてあげれば、そういった活動がどんど

んふえていくのか。このあたりをご議論い

ただきたいと思っております。 

 それから３つ目、認知症ケア推進部会で

ございます。先ほどお話しさせていただき

ました認知症の大綱の中では「共生と予

防」を柱として掲げておるということで

す。この「共生」という言葉、ふわっとし
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ていますが、これから認知症になる高齢者

の数がふえるにつれて、認知症の方もふえ

ていきます。まちの中でそういった方もふ

えていく中で、果たして我々行政が、行政

も含めて皆様で、こういった方たちをまち

で支えていくためには、日常生活のどの部

分をサポートしてあげれば、まちの中で暮

らしていくことができるのか。こういった

視点でご意見を頂戴できればと考えており

ます。 

 例えば、病院に行く、そこを手伝ってあ

げるとだいぶいいのではないかなとか、ゴ

ミ捨て、介護のサービスを使うと、ゴミ捨

てでそこを使わないで地域の人ができる

と、ほかのサービスが使えるのではないか

とか。いろいろな意見があると思うのです

ね。そういった意見を頂戴できればと考え

ております。どういうサポートが一番効果

的なものになるのか、そこを視点にしたい

と考えております。 

 それから一番右側、住まい部会でござい

ます。これは今回、初めてビジョンに住ま

いという言葉、これまで国では言っていた

のですが、足立区の具体的な取り組みとし

てはあまり手をつけられていない状況でご

ざいます。 

 昨年度、そういったことも踏まえて、本

日もご出席いただいております宅建協会の

方、それから不動産協会の皆さん、それか

ら民生委員の茂出木様、それから介護事業

者連絡協議会の小川様、こういった方たち

と勉強会ということで現場の課題、どうい

った現状なのか、課題があるのかというこ

とを、少し勉強会ということで情報共有さ

せていただきました。 

 ことしはそのことを少し発展させて、課

題としては具体的なものというのが大体絞

られてくるのかと思います。見守り、安否

確認、それから亡くなった際のその方の家

財の処分をどうするのか。家賃を滞納した

際にどうフォローするのか。そういった課

題を解決するための取り組み、具体的には

どういうものが必要なのかというものを議

論できればなと考えております。 

 こういった部会に加えて、先ほど、鵜沢

様のほうからいただきました指標ですね、

取り組みの指標をつくるに当たってご意見

を頂戴しながら各部会、約年３回を予定し

ております。そして、それを最終的に、こ

の会議、年２回今年は予定しております

が、２月のところで各部会からの報告、そ

してそれを共有するということで今年度は

進めてまいりたいと考えております。 

 私からは以上です。 

○諏訪会長 ありがとうございます。こう

いう進め方で今年度は行きたいということ

でございますので、これについてのご意見

などいただきたいと思います。よろしくお

願いします。 

 検討課題についてもこういうことがある

のではないかということも申し上げてもよ

ろしいのですね、もしあれば。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 そうです

ね。課題についても、またその部会の中で

ご提案いただければ、こういった議題も議

論すべきではないかといったことで結構で

すし、今、この場でこういった内容も、と

いうことがございましたら頂戴したいと思

います。 

 また、これは事務局が部会のほうを振り

分けさせていただいておりますが、ぜひこ

っちがいいとかというご意見もあれば。で

きればこの形で進めさせていただきたいと

思うのですけれども。 

○諏訪会長 部会の人というよりは、例え

ば住まいの部会なんかは、今、こういう
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方々で構成をされているのですけれども。

実際に、窓口で高齢者の住みかえニーズみ

たいなものに接している人は誰かという

と、意外とやはり包括に結構来ているので

はないかと。家を建てかえになって、アパ

ート出ていかなければいけないとか。とい

うようなことを言うと、ここに今、包括の

方が入っていらっしゃらないですよね、み

たいなことがあったりして。そのときに、

なるべく集中的ということなので、メンバ

ーが散るのはいいと思うのですけれども、

例えば臨時でそういうことをヒアリングを

するだの、臨時委員みたいに入ってもらう

だの、そういうことはあり得るのですか。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 そうです

ね。それはできると思います。事務的な手

続はもう少し検討させていただきたいので

すが、それはできる限りやらせていただき

たいと思います。 

 やはり貴重なご意見をいただける方をお

呼びして、オブザーバーとしてご意見をい

ただくのは、非常にいいことだと思います

ので、やらせていただければと思います。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 いかがで

しょうか。ざっくばらんにご意見をいただ

ければと思いますので。せっかくですの

で、皆様、よろしくお願いします。 

 先ほどの全体の話に戻ってもらっても結

構ですので、お願いいたします。 

○鈴木委員 足立区薬剤師会の鈴木と申し

ます。ご説明ありがとうございました。 

 我々医療団体から見ますと、東京女子医

大東医療センターさんが足立区に来るとい

うことで、どこまで。やはりこの内容とい

うのは切っても切れないと思うのです。実

際、東京女子医大東医療センターさんにど

れぐらいの深さというか、話が行っている

のか、進んでいるのか。もしわかれば、わ

かる範囲で教えていただければと思いま

す。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 地域包括

の話がということですかね。わかりまし

た。 

 申しわけございません。地域包括ケアの

話で言うと、まだ私、正直、女子医の方と

お会いできないような現状でございます。

今建設、起工が始まったと伺っております

が、まだ、建設のところでの話にまでしか

おりてきてないというか、この後、私のほ

うも地域との役割というところでは積極的

に向こう側ともお話をさせていただこうと

思っております。 

 何か、フォローをいただける方、ありま

すでしょうか。すみません。 

○今井委員 衛生部長の今井と申します。

今、ハード面での協議は結構させていただ

いているのですが、もう１つ、医療協議会

というのをつくっておりまして、そこには

医師会の方々、薬剤師会、歯科医師会の先

生方も入っていらっしゃいますし、女子医

大側もテーブルについています。 

 これから、連携のあり方について、開学

までの間に、いろいろ協議を進めるという

こともございますので、薬剤師会の代表の

方がそんな話をいただければ、そこで俎上

に上ることもできると思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

○諏訪会長 そのほかどうでしょう。 

○久松委員 足立区医師会の久松です。認

知症部会に入っているのですけれども、こ

のメンバーはとてもいいとは思うのですけ

れども。実際の現場の地域包括支援センタ

ーの認知症委員というのもいると思うので

すけれども、そういう現場の感触と、それ

からこの委員のメンバーとの乖離があって

はいけないかなと思うのですよね。認知症
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をやっていく中では、権利擁護とかいろい

ろなものも出てくるし、そういったことと

か虐待のケースとか、そういうことが生活

の中でどうやって支えていくかということ

もとても大事なことなので、その現場の意

見がすうっと入っていくような委員会であ

ったらいいのではないかなと、僕は思って

いるのですけれども。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 ありがと

うございます。先ほど会長からもお話あっ

たとおり、やはり適正なというか、必要に

応じて、そこはお声かけをさせていただけ

ればと考えております。 

 たしかに先生がおっしゃるとおり、地域

包括支援センターの職員とか、そういう現

場を知っている方に入っていただくという

のは必要なのかなと考えます。ありがとう

ございます。 

○諏訪会長 関連するのですけれども、こ

の部会の裏というか、裏づけというか、実

務者の会合みたいなものが少しあって、実

務者の中から「こういうことを議論すべき

だ」ということが出てくるようなことを、

少しやったらいいのか。 

 今の久松委員がおっしゃったように、包

括の問題を知っている人と行政の職員と基

幹とかが持ち合わせて、次、こういうこと

を議論しようとか、少し議論を前に進める

ような、論点を整理するような実務者会合

みたいなものもあったほうがいいのではな

いですかね。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 わかりま

した。 

○諏訪会長 昔、高齢者、すごく古い９０

年代の高齢者サービスの推進をやっていた

ときに実務者会合と基幹代表者会議の２層

構造でやったりしていました。そんなよう

なイメージになります。ご検討いただく

と。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 わかりま

した。検討させていただきます。 

○諏訪会長 結城さんどうぞ。 

○結城委員 足立区社会福祉協議会基幹地

域包括支援センターの結城でございます。 

 介護予防・日常生活支援総合事業推進部

会で以前、１層のコーディネーター等を含

めた協議体の役割もここに付与しただけな

のかなと思っておりますが、今後は協議体

についてはこちらに兼ねていくようなイメ

ージを持たれているのか、質問をさせてい

ただければと思います。よろしくお願いを

いたします。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 そうです

ね、協議体を兼ねるということで考えてお

ります。 

 すみません、結城さんは一人１つといい

ながら、２つ入っておられます。結城さん

は本当に現場をよく知っている人なので、

２つ入っていただいています。よろしくお

願いします。 

○諏訪会長 今、結城さんのご発言もあっ

たのですが、私もここの部会に入ることに

なったのですけど、協議会を足立区ぐらい

大きいところでどう考えるかというのは、

いろいろ考え方があって、余り形式的なも

のをつくってもしようがないし、もう１つ

２層以下のところをどう考えるかによっ

て、１層の機能も変わってくるので、余り

固定的に考えずに、２層をどうすればいい

か。２層の住民や、いろいろな皆さんの参

加する協議の場をどうつくるかを議論しつ

つ、１層の協議のあり方をまた考えていっ

たほうがいいのかなと思います。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 ありがと

うございます。 

○山中副会長 山中です。この提案では４
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つの部会に分けて、専門的に議論していく

という構想ですけれども、４つがすっきり

分かれるとは限りません。私が所属する医

療・介護連携推進部会では、例えば、その

隣の介護予防ですね、先ほどの説明でも、

地域包括ケアシステム構築に向けた今後の

取り組みというところの説明で、生活支援

サポーター養成講座の実施というのがあり

ましたけれども、そことかかわっていくと

か。あと、医療・介護ですと、やはり認知

症と分けるわけにはいかないとか。そうい

うことで、関連する領域とどのように連携

をとっていったらよろしいでしょうか。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 ありがと

うございます。やはりそこは痛しかゆしで

はないのですけれども、メリット・デメリ

ットがあって、小さな部会にして議論する

と言えば、どうしても壁ができてしまうと

いうのがあると思います。 

 ただ、今回は、集中的に議論を専門的に

やって進めていただきたいということで、

このように分けさせていただいております

が、事務局として区職員を全て出席させて

いただきます。そこでつなぐということ

と、それからその情報共有をできるような

形。集まっていただかなくても、一応こう

いう検討が進んでいますということを皆様

にお伝えできるような工夫はさせていただ

ければと思います。必要があれば、例えば

合同開催をしたりだとか、そういうことも

あるかなとは思いますが、できる限り小さ

なグループで、実質的な議論をしたいなと

考えておりますので、そこはご理解いただ

ければと思います。 

 必要があれば、情報共有の方法をとりま

す。それから事務局として私というか、事

務局のほうが入りますので、そこはうまく

つなぐようにいたします。 

○山中副会長 具体的な提案は思いつきま

せんが、メンバーを固定せずに少し流動的

に組めるようにしたらどうかなと考えてい

ます。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 ありがと

うございます。そうですね。では、もしそ

ういう意向が各部会で出てくれば、部会か

ら「この人を呼びたい」とかという招集の

意向があれば、検討させていただきたいと

思っております。 

○諏訪会長 私もそのことを聞こうと思っ

ていたので。 

 もともとなぜビジョンができたかという

と、縦割りの部会だけでは、見落としがち

なものを見落とさないようにというので、

ビジョンをつくって、そしてまた縦割りの

部会で議論をすると、ビジョンはどこにい

ったということになると思うので。 

 幾つかの方法が、委員が少し流動的にな

るという方法と、事務局がつなぐというこ

と。さっき言ったワーキングチームみたい

なものを少し兼ねるような形にして、両方

に共通なことをやると。 

 行政で事務局が分かれて、さらにその係

が分かれると、余りつながらないだろうと

いう。私の行政に対する見方があるので、

ちょっとほかのメンバーを混ぜるような形

をしたほうがいいかなと。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 わかりま

した。では、そこは臨機応変に対応させて

いただければと思います。 

○諏訪会長 そのほかいかがでしょう。 

○酒井副会長 私は住まいの部会でお話を

伺っているのですが、課題と検討事項とい

うものが資料２－２で出ているのですけれ

ども、かなり狭まった、絞られた検討課題

になっているのかなという気がします。 

 システム体系図を見てみると、住まいの
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部会から何をシステム体系の中で位置づけ

られるのかというと、将来への住まいへの

備え、安心できる住まいの確保、施設入院

を対応した住環境の確保ということが取り

組みの柱になっていますので、そうする

と、今回、もう課題と検討事項が固まって

いるのであると、せっかく４つの部会に分

けてやっていくとしても、もったいないと

いう気がしますので、この検討事項を含め

て、全般、さらに検討していけるような流

れをつくっていただきたいと思います。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 わかりま

した。冒頭申しましたとおり、具体的に一

応課題を絞らせいただいているのが今回の

趣旨なので、そこですよね。 

 ただ、部会の中で、そういったご意見を

いただいて、新たに加えていくということ

は可能でございますので。ただ、限られた

会議の中で結論めいたものというか、出し

ていきたいなとは考えておりますので、そ

こは検討をしていただければと思います。

角度を変えてお願いしたいと思います。 

○諏訪会長 住まいは居住セーフティネッ

トとか居住支援協議会とか、恐らくある程

度そういうのもなれていらっしゃると思い

ますので。勉強会もされたということです

し、幾つかの自治体で先行した取り組みが

いろいろとあるので、勉強会的に少しこう

いうことをやってはどうかということが、

少し見えてくるといいかなと思います、目

指す方向性というか。 

 そのほか、いかがでしょうか。移りたい

とか。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 なるべく

移らないでいきたいなと。 

○諏訪会長 その他、医療・介護連携はも

ちろん在宅医療のことがすごく中心にはな

ってやらなくてはいけないのですけれど

も、入所施設なども結局、ちゃんと戻って

くる、行って戻ってくる、行って戻ってく

ること、居場所がわからなくならないよう

にするというのがすごく大事だと思って。

居宅メンバーだけでいいのかなというのも

ちょっと気にはなっております。 

 入所施設と少し緊急的な入退院のできる

病院とは、ルール化していくとか、そうい

ったこともあるのではないかなと。 

 課題を絞るということなので、いろいろ

な課題を話し合った上で、まずここからと

いう議論の仕方をしていけばいいと思うの

で、絞るのはいいと思う。そのほかござい

ますか。 

 では、少し部会の持ち方などについて、

私も意見を申し上げたのと、こういったも

ので、このメンバーで、またそれはそれで

整理をしていただいた上で、全体としては

こういう方向で、この体制で今後進める

と。 

 課題については、また各部会を開いた中

で、明確にして本年度取り組んでいくとい

う方向でよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○諏訪会長 大丈夫でしょうか。では、ご了

解をいただいたということで、審議事項につ

いては終わりたいと思います。 

 案件としては以上なのですけれども、全体

での確認とか、何か皆様方からございますか。 

 よろしいですか。それではありがとうござ

いました。進行を司会にお戻ししたいと思い

ます。 

○酒井副会長 すみません。きょうせっかく

４つの部会等のメンバーを考えて、皆さん、

かなりの方が集まっているということです

ので、終了は終了でいいのですけれども、せ

っかくここにいらっしゃっているので、顔合

わせをできるタイミングをとっていただく
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とありがたいのですが。 

○千ヶ崎地域包括ケア推進課長 わかりま

した。ご提案をありがとうございます。では

急遽ですが、一度、閉めてからにしましょう

かね。 

 閉めた後に、グループごとにまとまってい

ただくように、終わった後にご案内させてい

ただきたいと思います。ご協力をいただきた

いと思います。 

○諏訪会長 すばらしい提案、ありがとうご

ざいました。気が回らないで申しわけないで

す。ありがとうございました。 

 では、そういうことで。 

○庄司地域包括ケア推進課事業調整係長 

では、本日はお忙しいところをご出席いただ

きまして、ありがとうございました。 

 以上で、本日の推進会議は終了となります

が、初めに傍聴者の皆さんからのご退席をお

願いいたします。委員の皆様は、そのままお

待ちください。 


